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複
数
の
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
、
こ
れ

ら
要
素
間
に
相
互
関
係
が
あ
り
、
全
体

で
達
成
す
べ
き
目
標
を
有
す
る
複
合
体

　
　

い
き
な
り
こ
む
づ
か
し
い
文
句
を

述
べ
た
が
、
ご
存
じ
、
シ
ス
テ
ム
︵
体

系
︶
の
定
義
で
あ
る
。
昨
今
、
こ
の
言

葉
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
内
容
で
さ
ま
ざ

ま
な
場
合
に
日
常
茶
飯
に
使
わ
れ
て
い

る
。
シ
ス
テ
ム
工
学
、
シ
ス
テ
ム
ズ
ア

ナ
リ
シ
ス
、
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
な

ど
は
、
工
学
の
教
科
書
に
頻
出
す
る
、

定
義
相
当
の
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
も
の

で
あ
り
、
ま
た
、
シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン
、

シ
ス
テ
ム
カ
メ
ラ
な
ど
も
一
応
納
得
が

ゆ
く
。
が
、
居
酒
屋
へ
立
寄
り
勝
手
に

席
を
と
る
と
店
員
が
や
っ
て
き
て
﹁
当

店
の
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
ま
す
の
で
﹂
な

ど
と
言
わ
れ
隅
の
席
を
指
定
さ
れ
る
時

な
ど
は
面
喰
ら
い
、
面
白
く
も
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
人
体
、
家
庭
、
集
落
、

都
市
、
行
政
機
関
、
国
家
、
宇
宙
な
ど
、

わ
れ
わ
れ
が
こ
の
世
界
に
見
聞
・
感
知

す
る
あ
ら
ゆ
る
実
体
や
概
念
に
共
通
す

る
も
の
は
何
か
と
問
わ
れ
れ
ば
、
シ
ス

テ
ム
と
す
る
の
が
妥
当
の
よ
う
で

あ
る
。
森
羅
万
象
、
シ
ス
テ

ム
の
中
に
あ
る
。
閑
話

休
題
。

　

こ
の
た
び
那
覇

市
に
、
一
九
四
五

年
の
戦
災
壊
滅
の

沖
縄
県
営
鉄
道

以
来
、
五
十
八
年

ぶ
り
の
軌
道
系

交
通
と
し
て
の

沖
縄
都
市
モ
ノ

レ
ー
ル
︵
愛
称
・

ゆ
い
レ
ー
ル
︶

が
、
祝
賀
喧
騒
の

な
か
八
月
十
日

開

通

し

た
。
計

画
か
ら
今
日
ま

で
、
三
十
年
の
異

常
に
長
い
時
間
が

経
過
し
、
早
期
実
現

期
待
の
県
民
の
﹁
待
ち
﹂

も
そ
ろ
そ
ろ
そ
の
極
に

あ
っ
た
が
、
愈
々
、
ゆ
い
レ
ー

ル
開
通
の
と
き
を
迎
え
、
沖
縄
の
戦

後
交
通
史
の
公
共
交
通
の
章
に
新
た
な

ペ
ー
ジ
を
加
え
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
沖

縄
の
快
哉
事
で
あ
る
。

　

さ
て
、
シ
ス
テ
ム
と
言
え
ば
、
い
ろ

い
ろ
の
自
然
シ
ス
テ
ム
の
な
か
で
、
最

も
身
近
で
最
高
度
に
完
成
さ
れ
た
シ
ス

テ
ム
は
人
体
で
あ
ろ
う
。
都
市
を
人
体

に
擬
し
て
考
え
る
と
、
都
市
の
理
想
の

あ
り
方
や
か
た
ち
が
き
わ
め
て
明
快
に

イ
メ
ー
ジ
で
き

る
。
人
体
は
生

き
、
成
長
す
る

目

的

を

持

っ

て
、
骨
格
と
筋

肉
系
か
ら
な
る

完
全
構
造
体
の

中
に
心
臓
・
腎

臓
・
肝
臓
な
ど

の
臓
器
や
脳
を

適
正
配
置
、
収

納
し
、
こ
れ
ら

を
血
管
・
神
経

系
統
で
結
合
し

て
有
機
的
な
全

き
関
係
性
を
形

成
し
て
い
る
。

こ
の
構
成
や
働

き
の
妙
は
驚
嘆

で

あ

る
。
血

管
・
神
経
シ
ス

テ
ム
は
都
市
で

言
え
ば
交
通
・

通
信
体
系
で
あ

る
。
人
体
の
大

動
脈
、
つ
ま
り
都
市
の
幹
線
道
路
に
渋

滞
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
危
険
誘
発
活
性

酸
素
が
蓄
積
し
て
は
、
都
市
シ
ス
テ
ム

の
維
持
に
重
大
な
支
障
を
来
す
。
那
覇

都
市
圏
の
幹
線
道
路
の
交
通
渋
滞
は
、

そ
の
軽
減
策
の
積
年
の
展
開
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
依
然
と
し
て
課
題
は
消
え
て

い
な
い
。

　

都
市
交
通
を
支
え
る
主
体
が
、
道
路

交
通
で
あ
り
続
け
る
こ
と
は
、
二
十
一

世
紀
を
通
し
て
予
想
さ
れ
る
が
、
そ
の

結
果
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
る
渋
滞
や
環

境
へ
の
負
荷
な
ど
を
軽
減
し
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
化
に
努
め
、
人
々
の
暮
ら
し
や

都
市
の
健
全
な
存
続
を
図
る
に
は
、
や

は
り
、
人
流
・
物
流
を
定
時
安
定
的
、

ま
た
、
大
量
効
率
的
に
輸
送
可
能
な
、

大
動
脈
相
当
の
軸
と
な
る
軌
道
系
公
共

交
通
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
欠
か
せ
な

い
。
那
覇
市
を
人
体
有
機
都
市
論
的
に

み
る
と
き
、
今
般
の
ゆ
い
レ
ー
ル
の
導

入
は
、
那
覇
都
市
圏
に
欠
落
し
て
い
た

大
動
脈
の
第
一
次
移
植
手
術
の
成
功
と

評
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
い
。
第

一
次
で
あ
る
か
ら
二
次
、
三
次
の
移
植

手
術
が
な
く
て
は
、
大
動
脈
移
植
は
未

完
と
言
う
こ
と
に
な
る
。
私
が
期
待
す

る
未
来
の
軌
道
系
の
移
植
手
術
メ

ニ
ュ
ー
に
は
、﹁
石
嶺
・
宜
野
湾
﹂、﹁
中

部
都
市
圏
﹂
、﹁
糸
満
都
市
域
﹂、
﹁
那
覇

環
状
﹂と
い
う
名
の
幹
動
脈
系
が
あ
る
。

　

さ
て
、
都
市
化
の
時
代
、
交
通
課
題

は
愈
々
深
刻
化
す
る
。
全
国
に
﹁
交
通

名
医
﹂
を
配
し
、
交
通
行
政
に
お
け
る

即
応
施
策
、
そ
の
用
意
お
さ
お
さ
怠
り

な
き
よ
う
、
期
待
申
し
上
げ
る
次
第
で

あ
る
。
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